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参考）スポンサー付き新gTLDの状況
.JOBS （人事管理業務関係者用 ） 承認済み。ドメイン名登録受付け中。

.TRAVEL （旅行業界用） 承認済み。ドメイン名登録受付け中。

.CAT （カタロニアの言語／文化コミュニ
ティ用）

承認済み。ドメイン名登録受付け中。

.MOBI（モバイル関係用） 承認済み。ドメイン名登録受付け中。

.TEL（個人、企業の連絡先用） 承認済み。ドメイン名登録受付開始日は
未定。

.ASIA 2006年12月7日にICANNとの契約締結。

2007年10月に優先登録受付開始予定 。

.POST （郵便事業関係者用 ） ICANNとの契約交渉中。

.XXX （アダルトサイト用 ） 2007年3月に正式却下された。

.TEL（IPベースの電話番号用） 2006年内に却下された。

.MAIL （スパムフリー電子メールの送受信
者用 ）

2006年内に却下された。

2007年7月現在
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1. 前史

• 2000年頃：AP*の会合等で、アジア用のTLDについての議論
が出始める

• 2002～2003年：複数のチームがアジア用のTLDの検討・準備
を開始

　　　→最終的にDotAsia Organisationによる.asiaの提案に一本化
• 2004年3月： DotAsia OrganisationがICANNにスポンサー付き
新gTLD「.asia」の申請書提出
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1. 前史　～続き

• 2005年12月：ICANN理事会が.asiaについて、申請者との間
の交渉を最終段階に進めることを決議

• 2006年9月：香港にてDotAsia Organisaitionを法人登記
• 2006年10月：ICANN理事会が.asiaの新設を承認
• 2006年11月：CEO (Edmon Chung)就任
• 2006年12月：DotAsia-ICANN間で.asiaレジストリ契約を締結
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1. 前史　～続き

• 2006年12月のDotAsia – ICANNの契約調印式

ICANN Chair  
Vint Cerf

DotAsia CEO
Edmon Chung

ICANN CEO 
Paul Twomey

（画像出展：http://www.icann.org/announcements/announcement-07dec06.htm）
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2．目的
• from .Asia / for .Asia

– アジア太平洋地域のインターネットコミュニティによる、アジア太平洋地域
のインターネットコミュニティのためのTLD（トップレベルドメイン）

– アジア太平洋地域のインターネットの発展のために、.asiaのサービスか
ら得た利益でコミュニティ貢献施策を実施する

– アジア太平洋地域の主要ccTLDが共同でDotAsia Organisationを組織化

• 地域ドメイン名に関する世界の潮流
– 欧州では、欧州連合(国家間組織)が関与し、.euを新設（2005年サービス
開始）

– スペイン・カタロニア地方の地域コミュニティが同地方向けのTLD、.catを
新設（2006年サービス開始）

– 欧州連合のような国家間組織・共同体がないアジアにおいては、インター
ネットコミュニティ主導で地域用のドメイン名 .asiaを新設（2007年サービ
ス開始予定）
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3． DotAsia Organisationについて

• 香港の非営利法人
• 会員（2007年7月現在）

– アジア太平洋地区の20のccTLDレジストリ
　　→アジア太平洋地区のccTLDによるアライアンス組織

– APNIC、APNG など3つの地域団体が準会員

• 会員の役割
– DotAsia Organisationのレジストリ組織としての信用を保証
– DotAsia Organisationが行う、アジア太平洋地域のコミュニティ
貢献施策実施に対する要求と遂行の適切さの監視

– DotAsia Organisationの法人そのものとしての健全さの構築
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3． DotAsia Organisationについて　～続き
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3． DotAsia Organisationについて　～続き
• 理事：11人（会員8、準会員2、+CEO）

– .cn（中国）/.ir（イラン）/.jp（日本）/.kr（韓国）/.mo（マカオ）
/.nu（ニウエ）/.sg（シンガポール）/.tw（台湾）

– APNG、APNIC　

• 運営資金
– ドメイン名登録料収入で運営

• コミュニティ貢献施策
– .asiaのサービスから得た利益を用いて地域振興実施

http://www.registry.asia/
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4．利用者像と利用例
• アジア地域を対象とするサービスを提供する企業
• アジア地域部門を持つグローバル企業
• アジア地域の国際機関
• アジア地域をサービス対象するメディア
• アジアの各種イベント

–スポーツ
–国際会議

• その他、アジアの法人、個人
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5．サービス概要
• 登録資格

– アジアで法人格を持つ法人、個人
• 登録料

– 他gTLDと同レベルで提供予定
• 登録方法

– .asiaを扱う、ICANN公認レジストラ及びそのリセラー
経由

• 国際化ドメイン名
– サービス開始時には行わない

• ドメイン名紛争
– UDRP（Uniform Dispute Resolution Policy）に基づき
処理
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6．登録スケジュール

• 2007年10月9日～：政府（または準ずる組織）
による、国名、都市名等の登録 (Sunrise 1：先
願)

• 2007年10月9日～：商標・商号、法人名等の優
先登録(Sunrise 2 +3：同時申請)
– 2a：2004年3月16日以前に登録された登録商標等
– 2b：2006年12月6日以前に登録された登録商標等
– 2c：2aと2bで申請済みのもの＋接頭・接尾文字列
– 3：組織名等

• 2008年2月：同時申請受付、オークション実施
• 2008年3月：先願受付開始

↑http://www.registry.as
ia/info/DotAsia-launch-
2007-07.pdf
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6．登録スケジュール　 ～続き

• .Asia Pioneer Domains Program
　　（http://pioneer.domains.asia/）

– 受付期間： 7/11～8/31
– ドメイン名の活用方法の企画案を募集
し審査

– 優れた提案者に対して、対象ドメイン
名を優先的に登録できる権利を付与

– 本プログラムによるドメイン名登録者
は、 DotAsia と共に.asiaの利用促進活
動に参画

↑http://www.registry.a
sia/info/DotAsia-
PioneerDomains--2007-
05.pdf
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